
第 7 章 媒介契約 

39 

第 7章 媒介契約 
※１節は割愛します。 

２節 媒介契約の種類 

 

〇 レインズには、依頼者の ⑮   や ⑯   は載らない。 

〇 宅建業者がレインズに登録をしたら、⑰   登録済証を依頼者に渡さなければならない。 

〇 レインズに登録した物件の契約が成立した場合、宅建業者は ⑱   以下の事項を 

レインズに通知しなければならない。 

   ・登録番号   ・宅地建物の ⑲      ・契約の成立した ⑳     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  一般媒介 専任媒介  専属専任媒介 

同時に複数業者に

依頼してよいか 
〇 ✖ ✖ 

①     を 

してよいか 
〇 〇 × 

有効期間 ②    

③   以内 

3 か月超の期間は 

④     

⑤   以内 

3 か月超の期間は 

  ⑥     

業務処理状況の 

報告義務 
なし 

⑦   に 1 回以上 

(休業日を⑧  ) 

⑨   に 1 回以上 

(休業日を⑩  ) 

レインズへの 

登録義務 
なし 

媒介契約から⑪ 以内 

(休業日は⑫  ) 

媒介契約から⑬ 以内 

(休業日は⑭  ) 
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【答え】 ２節 媒介契約の種類 

 

 

〇 レインズには、依頼者の氏名や住所は載らない。 

〇 宅建業者がレインズに登録をしたら、遅滞なく登録済証を依頼者に渡さなければならない。 

〇 レインズに登録した物件の契約が成立した場合、宅建業者は遅滞なく以下の事項を 

レインズに通知しなければならない。 

   ・登録番号   ・宅地建物の取引価格   ・契約の成立した年月日 

 

 

 

【思い出す】上の解答を見ずに、以下の説明をせよ。 

1．媒介契約の業務処理状況の報告義務について、専任媒介・専属専任媒介の違いを説明せよ。 

2．レインズへの登録義務に関して、専任媒介・専属専任媒介の違いを説明せよ。 

3．レインズに登録しなくてもよい情報の例を２つ挙げよ 

4．レインズに登録した物件の契約が成立した場合、業者が遅滞なくレインズに通知しなければなら 

ない事項を挙げよ。 

 

 

 

 

 

 

 

  一般媒介 専任媒介  専属専任媒介 

同時に複数業者に

依頼してよいか 
〇 ✖ ✖ 

自己発見取引を 

してよいか 
〇 〇 × 

有効期間 無制限 

3 か月以内 

3 か月超の期間は 

3 か月に短縮 

3 か月以内 

3 か月超の期間は 

3 か月に短縮 

業務処理状況の 

報告義務 
なし 

2 週間に 1 回以上 

(休業日を含む) 

1 週間に 1 回以上 

(休業日を含む) 

レインズへの 

登録義務 
なし 

媒介契約から 7 日以内 

(休業日は除く) 

媒介契約から 5 日以内 

(休業日は除く) 
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３節 媒介契約書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

媒介 

契約書 

交付 

①     

記載事項 

・宅建士の③   は不要 交付義務 

相手が⑥  でも交付義務あり 

⑦  のときは交付不要 

交付場所は⑧     

・業者の ②      

・依頼者の④  ＋⑤   に代わる措置 

⇒電磁的方法で OK 

⑯  に関する事項 

レインズの登録 

に関する事項 

⑰   は登録義務なし 

契約書には 

「 ⑱    」と書く 

物件に関すること 所在・面積・地番など 

売買価格 

意見するときは 

⑨  を明らかに。 

口頭の説明 OK 

建物状況調査あっせんの有無 

ないときは「 ⑩  」と書く 

契約に関すること 
媒介の⑪    

媒介契約の⑫    

⑬  に関する事項 

⑭   した場合の措置 

標準媒介契約約款に基づくか 

基づかない場合は 

「 ⑮   」と書く 
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【答え】 ３節 媒介契約書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

媒介 

契約書 

交付 

遅滞なく 

記載事項 

・宅建士の記名は不要 交付義務 

相手が業者でも交付義務あり 

貸借のときは交付不要 

交付場所はどこでも OK 

・業者の記名押印 

・依頼者の承諾＋記名押印に代わる措置 

⇒電磁的方法で OK 

報酬に関する事項 

レインズの登録 

に関する事項 

一般媒介は登録義務なし 

契約書には 

「登録していない」と書く 

物件に関すること 所在・面積・地番など 

売買価格 

意見するときは 

根拠を明らかに。 

口頭の説明 OK 

建物状況調査あっせんの有無 

ないときは「なし」と書く 

契約に関すること 
媒介の種類 

媒介契約の期間 

解除に関する事項 

契約違反した場合の措置 

標準媒介契約約款に基づくか 

基づかない場合は 

「基づかない」と書く 


